
広報つしま3

2ツシマヤマネコの心強い応援団

　4月4日、ツシマヤマネコ基金へ住友大
阪セメント株式会社（関根 福一社長：東
京都千代田区）から、同社内に設置した
募金型自動販売機による募金200,000円
をご寄付いただきました。
　同社は、平成18年度から上対馬町舟志
に所有する山林において地元舟志地区や
ボランティア団体と共同で、「舟志の森
づくり」を展開。またホームページやCSR
（corporate social responsibility：企業
の社会的責任）でもツシマヤマネコやそ
の保護活動をご紹介いただいています。

1 中国からの国際交流員が交代しました

　　　　　　（本当にありがとうございました）
　4月5日、昨年4月から観光物産推進本部に配属された周 
悦さんが1年間の任期を終えて退任しました。中国語講
座や中国文化講座の開催に加え、島民体育大会の女子
1,500ｍへの出場。また、アミュプラザ長崎が主催する県
下市町の代表が地元PRを行う「ナガサキレイ」の対馬代表
としても活躍してくれました。
　帰国後、結婚式を控えている周さん。今度来島するとき
は、是非家族でお越しくださいね。

　　　　　　（よろしくお願いします）
　4月12日、周さんの後任として羅 斉慧さんが着任しま
した。羅さんは安徽省出身。山東大学・上海外国語大学を
卒業後、上海理工大学で日本語教師として勤務されていま
した。任期は1年間。通訳や市民向けの中国語講座などを
担当する予定です。
 羅さんは「対馬は山も海もきれいで魅力的。市民の皆様
とたくさん交流して、対馬の生活を楽しみたい」と抱負を
語りました。
　早速6月から中国語講座を開講予定です。（受講生募集
記事を23ページに掲載しています）
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平成22年名古屋市で開催された生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）
同社のブースではツシマヤマネコが迎えてくれました


